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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期

第１四半期連結
累計期間

第46期
第１四半期連結
累計期間

第45期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高　　　　　　　　　　　　（千円）  1,010,704  1,008,544 4,215,151

経常利益又は経常損失(△)　　　（千円） 9,293 △10,567 31,293

四半期(当期)純利益又は四半期純損失(△)　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

10,102 △12,692 28,359

四半期包括利益又は包括利益　　（千円） 10,390 △15,290 30,676

純資産額　　　　　　　　　　　（千円） 926,571 931,546 946,836

総資産額　　　　　　　　　　　（千円） 2,295,153 2,573,661 2,580,737

１株当たり四半期(当期)純利益金額又は１

株当たり四半期純損失金額(△)　　（円）
1.43 △1.80 4.02

潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純

利益金額　　　　　　　　　　　　（円）
―　 ― ―

自己資本比率　　　　　　　　　　（％） 40.2 36.1 36.7

営業活動による

キャッシュ・フロー　　　　　　（千円）
27,149 △25,750 75,486

投資活動による

キャッシュ・フロー　　　　　　（千円）
1,270 △13,774  △33,208

財務活動による

キャッシュ・フロー　　　　　　（千円）
△1,671 △7,905 158,115

現金及び現金同等物の四半期末

(期末)残高　　　　　　　　　　（千円）
946,833 1,073,034 1,120,464

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２. 売上高には、消費税等(消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。)は含まれておりません。 

３. 第45期第１四半期連結累計期間及び第45期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。第46期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

４. 四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】
当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  　 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)におけるわが国経済は、東日本大震災の

復興需要等により、緩やかに回復しつつあるものの、欧州債務危機や円高の長期化、また電力供給問題等もあり、景気

は依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

当社グループを取り巻く食品業界におきましても、東日本大震災に伴う原発事故により、原材料や加工品の安全性

が引き続き強く求められており、加えて先行き不透明感から、消費者の生活防衛意識の高まりによる節約志向・低価

格志向が続くという経営環境は極めて厳しいものとなっております。

このような経営環境の下、当社グループは第２次中期経営計画『創健社「新たな顧客層の獲得と利益重視の経営体

質へ」（平成23年４月１日から平成26年３月31日まで）』の２年目となります当連結会計年度におきましては、売上

高拡大のための各種の施策の展開により、売上総利益の額を増加させ、営業利益の確保を図るため、役員・社員一丸と

なって取り組んでおります。

当第１四半期連結累計期間における当社グループの商品品目別売上高につきましては、「栄養補助食品」がユーグ

レナ及びキダチアロエの売上増により、前年同四半期比１７．３％増の６０百万円、「嗜好品・飲料」が前年同四半

期比２．８％増、「副食品」については、ほぼ前年同四半期並みとなりました。しかしながら、除湿機等の売上減によ

り「その他」が前年同四半期比１６．６％減の２６百万円、パン粉及び雑穀の売上減により「乾物・雑穀」が前年同

四半期比８．９％減、「油脂・乳製品」及び「調味料」についても前年同四半期より減少となりました。

この結果、全体の売上高は、１０億８百万円（前年同四半期比０.２％減）とほぼ前年同四半期比並みになりました

が、売上総利益率が２７.６%から２６.５%に減少したことにより、売上総利益が前年同四半期比で１２百万円減少し

２億６７百万円（前年同四半期比４.４％減）となったことと、販売費及び一般管理費が前年同四半期で６百万円増

加し２億７７百万円（前年同四半期比２.５％増）になったことにより、営業損失は１０百万円（前年同四半期は営

業利益８百万円）となり、経常損失は１０百万円（前年同四半期は経常利益９百万円）になりました。また、四半期純

損失は１２百万円（前年同四半期は四半期純利益１０百万円）になりました。

 　

(2) 財政状態の分析

① 資産、負債及び純資産の状況 

(資産) 

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて１０百万円の減少となりました。この主な要因は、「受取手形及び売掛金」

の５５百万円増加等があったものの、「現金及び預金」の４６百万円減少及び「商品及び製品」の１６百万円減少

したことなどによるものであります。 

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて３百万円の増加となりました。この主な要因は、「投資有価証券」の４百万

円減少等があったものの、無形固定資産の４百万円増加及び「保険積立金」の３百万円増加したことなどによるも

のであります。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて７百万円減少し、２５億７３百万円となりました。 

(負債) 

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて１６百万円の増加となりました。この主な要因は、「賞与引当金」の１４百

万円の減少等があったものの、「支払手形及び買掛金」の２４百万円増加及び「短期借入金」の９百万円増加した

ことなどによるものであります。固定負債は、前連結会計年度末に比べて７百万円の減少となりました。この主な要

因は、「退職給付引当金」の５百万円増加等があったものの、「長期借入金」の１６百万円減少したことなどによる

ものであります。この結果、負債合計は、前連結会計年度に比べて８百万円増加し、１６億４２百万円となりました。

(純資産) 

　純資産は、前連結会計年度末に比べて１５百万円の減少となりました。この主な要因は、四半期純損失１２百万円に

よるものであります。 
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② キャッシュ・フローの状況 

　当第１四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、営業活動の結

果２５百万円及び投資活動の結果１３百万円並びに財務活動の結果７百万円を使用し、前連結会計年度末に比べて

４７百万円減少し、当第１四半期連結会計期間末には１０億７３百万円(前年同四半期比１億２６百万円増)となり

ました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動に係るキャッシュ・フローとして仕入債務の増加２６百万円及びたな卸資産の減少１６百万円等により

一部相殺されたものの、売上債権の増加５５百万円及び税金等調整前四半期純損失１０百万円等により、営業活動

の結果使用した資金は２５百万円(前年同四半期は２７百万円の獲得)となりました。　

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

　投資活動に係るキャッシュ・フローとして有形固定資産の取得による支出６百万円、保険積立金の積立による支

出３百万円及び無形固定資産の取得による支出３百万円等により、投資活動で使用した資金は１３百万円（前年同

四半期は１百万円の獲得)となりました。 

　 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

　財務活動に係るキャッシュ・フローとして長期借入れによる収入３０百万円により一部相殺されたものの、長期

借入金の返済による支出３５百万円等により、財務活動の結果使用した資金は７百万円（前年同四半期比６百万円

増)となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動 

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、７百万円であります。 

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式  20,000,000

計  20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式
             

7,055,000
         7,055,000

 大阪証券取引所　　　　

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)　

単元株式数　　　　　　　　　

　　　　

1,000株

計          7,055,000         7,055,000 － －

　 

(2)【新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。　

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。　

　

(4)【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。 

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成24年４月１日～

 平成24年６月30日
－ 7,055,000 －  920,465 －  411,979

　 

(6)【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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(7)【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年６月30日

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)

普通株式

4,000

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

7,043,000
     7,043 ―

単元未満株式
 普通株式

8,000
―  １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数          7,055,000 ― ―

総株主の議決権 ―      7,043 ―

（注）１　「完全議決権株式(その他)」欄には証券保管振替機構名義の株式が4,000株(議決権４個)含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式397株が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成24年６月30日

 所有者の氏名
又は名称

 所有者の住所
 自己名義
所有株式数
(株)

 他人名義
所有株式数
(株)

 所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

 ㈱創健社
 横浜市神奈川区片倉二丁目

 37番11号
4,000 　      4,000        0.06

 計 ―      4,000 　
      

4,000
         0.06　

　　　　　（注）　上表は、単元未満株式397株を除いております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　 
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人保森会計事務所による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】
(１)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,321,871 1,274,886

受取手形及び売掛金 604,320 659,583

有価証券 32,273 32,279

商品及び製品 157,378 140,603

仕掛品 223 160

原材料及び貯蔵品 27,502 27,899

その他 24,974 23,155

貸倒引当金 △2,892 △3,299

流動資産合計 2,165,651 2,155,267

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 287,963 287,963

減価償却累計額 △217,452 △219,037

建物及び構築物（純額） 70,511 68,925

土地 79,033 79,033

リース資産 22,180 25,834

減価償却累計額 △1,855 △3,061

リース資産（純額） 20,324 22,772

その他 187,832 188,566

減価償却累計額 △172,957 △174,735

その他（純額） 14,875 13,830

有形固定資産合計 184,745 184,563

無形固定資産

その他 20,634 25,160

無形固定資産合計 20,634 25,160

投資その他の資産

投資有価証券 99,112 94,547

保険積立金 80,784 84,339

その他 74,468 74,474

貸倒引当金 △44,659 △44,692

投資その他の資産合計 209,705 208,670

固定資産合計 415,085 418,393

資産合計 2,580,737 2,573,661
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 520,798 545,515

短期借入金 492,058 501,684

リース債務 4,809 5,546

未払法人税等 9,052 2,807

賞与引当金 17,643 3,047

その他 100,824 102,624

流動負債合計 1,145,186 1,161,224

固定負債

長期借入金 210,852 194,459

リース債務 16,759 18,731

繰延税金負債 8,752 7,176

退職給付引当金 158,212 163,946

役員退職慰労引当金 72,900 74,500

その他 21,237 22,075

固定負債合計 488,714 480,889

負債合計 1,633,900 1,642,114

純資産の部

株主資本

資本金 920,465 920,465

資本剰余金 411,979 411,979

利益剰余金 △401,502 △414,195

自己株式 △899 △899

株主資本合計 930,042 917,349

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 15,843 12,990

その他の包括利益累計額合計 15,843 12,990

少数株主持分 951 1,206

純資産合計 946,836 931,546

負債純資産合計 2,580,737 2,573,661
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 1,010,704 1,008,544

売上原価 731,381 741,444

売上総利益 279,322 267,099

販売費及び一般管理費 ※
 270,849

※
 277,587

営業利益又は営業損失（△） 8,473 △10,487

営業外収益

受取利息 256 252

受取配当金 798 898

仕入割引 591 530

貸倒引当金戻入額 1,486 －

破損商品等賠償金 281 59

その他 186 273

営業外収益合計 3,600 2,014

営業外費用

支払利息 2,417 2,093

為替差損 362 0

その他 0 0

営業外費用合計 2,780 2,093

経常利益又は経常損失（△） 9,293 △10,567

特別利益

保険解約返戻金 2,504 －

特別利益合計 2,504 －

特別損失

固定資産除却損 79 －

投資有価証券評価損 － 195

特別損失合計 79 195

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

11,717 △10,762

法人税、住民税及び事業税 1,678 1,674

法人税等合計 1,678 1,674

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

10,038 △12,437

少数株主利益又は少数株主損失（△） △63 255

四半期純利益又は四半期純損失（△） 10,102 △12,692
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

10,038 △12,437

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 351 △2,853

その他の包括利益合計 351 △2,853

四半期包括利益 10,390 △15,290

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 10,453 △15,545

少数株主に係る四半期包括利益 △63 255
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(３)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

11,717 △10,762

減価償却費 5,070 6,164

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,692 5,734

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,600 1,600

賞与引当金の増減額（△は減少） △7,685 △14,596

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,486 438

受取利息及び受取配当金 △1,054 △1,150

仕入割引 △591 △530

支払利息 2,417 2,093

為替差損益（△は益） 228 0

固定資産除却損 79 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 195

保険解約損益（△は益） △2,504 －

売上債権の増減額（△は増加） 54,715 △55,645

たな卸資産の増減額（△は増加） △7,448 16,440

仕入債務の増減額（△は減少） △5,333 26,900

未払消費税等の増減額（△は減少） △5,352 3,120

その他 △13,791 2,116

小計 35,273 △17,881

利息及び配当金の受取額 892 818

利息の支払額 △2,346 △1,974

法人税等の支払額 △6,670 △6,712

営業活動によるキャッシュ・フロー 27,149 △25,750

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △150 △450

投資有価証券の取得による支出 △60 △59

有形固定資産の取得による支出 △2,177 △6,488

有形固定資産の売却による収入 4,831 －

無形固定資産の取得による支出 － △3,479

貸付金の回収による収入 266 284

保険積立金の積立による支出 △2,263 △3,555

保険積立金の解約による収入 － 30

その他 823 △54

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,270 △13,774

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 13,835 △1,670

長期借入れによる収入 20,000 30,000

長期借入金の返済による支出 △35,400 △35,097

自己株式の取得による支出 △17 －

リース債務の返済による支出 △89 △1,138

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,671 △7,905

現金及び現金同等物に係る換算差額 △228 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 26,519 △47,429

現金及び現金同等物の期首残高 920,313 1,120,464

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 946,833

※
 1,073,034
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有

形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる損益に与える影響額は軽微であります。　

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

荷造運送・保管費 66,158千円 66,338千円

給料手当及び賞与 74,979 77,696

研究開発費 3,845 7,368

退職給付費用 7,494 10,071

役員退職慰労引当金繰入額 1,600 1,600

賞与引当金繰入額 9,997 2,509

貸倒引当金繰入額 － 465

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

現金及び預金勘定 934,719千円 1,274,886千円

有価証券(ＭＭＦ等) 12,263 32,279

預入期間が３か月を超える定期預金 △150 △234,131

現金及び現金同等物 946,833 1,073,034

 

（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

配当金の支払額

　該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日)

配当金の支払額

　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

　当社グループは、健康自然食品の卸売業として単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　　

　当第１四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日)

　当社グループは、健康自然食品の卸売業として単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額(△)及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額(△)
   1円43銭    △1円80銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)

（千円）
    10,102     △12,692

普通株主に帰属しない金額（千円）    ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額(△)（千円）
    10,102     △12,692

普通株式の期中平均株式数（株）     7,050,852     7,050,603

（注）　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

　　　　当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金

額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成24年８月９日

株式会社創健社

取締役会　御中

 

監査法人　保森会計事務所

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 津倉　　眞　　印

　

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 若林　正和　　印

  

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社創健社の

平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成24

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社創健社及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上 

 ※１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提

出会社)が別途保管しております。　 

   ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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